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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.9.00からVer.9.10） 
 

【内訳書作成システム】 

１． 公共建築工事積算基準等資料（令和２年改定）の現場管理費の補正対応 

 

 【『公共建築工事積算基準等資料（令和２年改定）』より】 

  

 

現場管理費の算定画面に、上記の補正を行うための列を追加しました。 

 

 

注：上記の赤枠の列に、「１．００」以外の値が入力されている場合は、Ver.9.10 より前の

バージョンの内訳書作成システムでは、内訳書ファイルを開くことはできません。 
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【標準単価作成システム】【内訳書作成システム】 

２． 標準単価ファイルの「サブタイトル」の文字数を拡張 

標準単価ファイルの「サブタイトル」の文字数を、全角４文字（半角 8 文字）から全角１０文字（半

角 20文字）に拡張しました。 

 

 

 

 

注：サブタイトルの文字数が、全角 4文字（半角 8文字）を超える場合は、Ver.9.10 より

前のバージョンの標準単価作成システム及び内訳書作成システムでは、標準単

価ファイルを開くことはできません。 

例 
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【標準単価作成システム】【内訳書作成システム】 

３． 官庁営繕関係の「統一基準」「技術基準」等のＰＤＦファイルを更新 

 [ヘルプ]メニューから、国土交通省大臣官房官庁営繕部がHPで公開している、官庁営繕関係

の「統一基準・技術基準」を更新しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


